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平成 25 年の子ども虐待による死亡事例等の検証結果（第 11 次報告）によると、妊
娠期・周産期の問題として「望まない妊娠 /計画していない妊娠」、「若年妊婦」等が第



























ー化した。介入群への妊婦プログラムの実施及びアンケート調査は平成 23 年 10 月か
ら平成 27 年 2 月に行い、比較群への調査は平成 24 年 7 月から平成 27 年 5 月に行った。 
結果及び考察  
妊婦プログラムは計 6 クール実施し、プログラム中の逐語録及び自由記載の内容は、
6 クール分全て対象とした。アンケートは介入群 38 名、比較群 90 名へ配布し、妊婦プ
ログラム又は妊婦教室前・後・出産後の 3 時点とも揃った介入群 27 名（有効回答率
71.1％）、比較群 17 名（有効回答率 18.9％）を分析対象とした。  




































効果があると考えられる。   
